『チャップリンについて』


３年１２組　小泉 (こいずみ)純一 (じゅんいち)

チ
ャップリンの喜劇映画を見るたびに、私は観客の反応に注意を向ける。子供も大人も、同じ場面で笑いこけている。また、同じ場面で涙をこらえている。いつもそのことを確認しながら驚くべきことだと感嘆 (かんたん)しないときはない。
ソ連の映画監督エイゼンシュティンが「子供の目で見る能力は、ひとりチャップリンだけが備え、他の誰にも真似できない」と脱帽したのも、この事実なのだろう。８５歳の彼が英国で、ナイトの称号 (しょうごう)を与えられた。その胸中にいささかの感慨 (かんがい)があったに違いない。
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]２１歳の時、ニューヨークに渡る。ロサンゼルスで「なにか喜劇の扮装をしてこい」と言われる。
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衣裳部屋に行く途中、あのだぶだぶズボン、どた靴、ステッキに山高帽が、頭にひらめいた。とその「自伝」に書いてある。どこを見てもチグハグなのが狙いで、「チャップリン」が登場した。「動きのコメディアンは、逃げる時に真価を発揮する。」と、小林 (こばやし)信彦 (のぶひこ)さんが書いていたが確かにチャップリンも、キートンも、エノケンも、逃げる後ろ姿にその非凡さがある。
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